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― 注 意 事 項 ― 

 
１．試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開かないでください。 

 
２．試験開始の合図のあと、問題冊子および解答用紙のそれぞれに受験番号と氏名を 

必ず記入してください。 
 

３．横書きで記入してください。 
 

４．解答用紙には、解答欄以外の場所に何も書かないでください。 
 

５．下書きには、問題冊子の余白を使用してください。 
 

６．解答用紙は、原則として交換しませんので、傷めないように注意してください。 
 

７．試験終了後、問題冊子および解答用紙は持ち帰らないでください。 
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次の文章を読んで、その要旨とあなたの考えを 600 字以上 800 字以内で述べなさい。 

 

「知識」は「知恵」に較べるとどうも評判がよくありません。知識が身についていない状態を指す「借

り物の知識」という表現はありますが、「借り物の知恵」というのは、少々変な感じがします。同様

に、「知識を教える」とか「知識を獲得する」とは言いますが、「知恵を教える」とか「知恵を獲得す

る」とは通常言わないでしょう。 

「知恵」が、ある人によるよく考えられた真性のものだというニュアンスを持っているのに対し、「知

識」はそういうニュアンスを持っていないようです。辞書を引いてみると「知恵」は「物事の理を悟

り、適切に処理する能力」とあり、「知識」には「ある事項について知っていること。また、その内容」

（広辞苑第 7 版）とあります。本人が悟って適切に処理できるようでなければ、「知恵」ではないの

でしょう。それに対して、「知識」は知っていればいいのであって、よく考えられた適切な処理を必ず

しも伴わなくても構わないのです。 

 こうも言えるかもしれません。「知恵」は十全なアウトプットを意識していますが、「知識」は必ず

しもそうではありません。そして、「知識」はインプットの局面で手渡されたり受け取ったりすること

ができると思われています。しかし、「知恵」は受け渡しができるようなものではないと思われている

ようです。ですから、よく見かける「獲得した知識を知恵にしなければならない」といった表現がな

されたりもするのだと思います。 

 ただ、「知恵」が大事だという人たちも、「知恵」の材料として「知識」が必要であることは共通し

て認めているように思います。ただ、教えられたり獲得した「知識」だけでは、あまりものの役に立

つとは考えられていないようです。ですから、「獲得した知識を知恵にしなければならない」と言われ

ることになるわけです。 

「知識」と「知恵」との区別といったことに、どうしてこだわるのかと思われるでしょう。 

 斬新な考えや知的な発想や柔軟な思考結果を見せられると、人はそれをその人の柔軟で斬新な思考

ができる頭脳の働きに帰すことがほとんどです。もちろん思考をするのに「知識」は必要と考えられ

ています。したがって、このような考えを少々戯画的※1 に図式化すれば次のようにならないでしょう

か。 

 

  無味乾燥な「知識」 ＋ 柔軟な思考 → 「知恵」または妥当な解決策 

 

 すなわち、「知識」は無味乾燥なものでも構わない、それに柔軟な思考を働かせて「知恵」となし、

意味のあるアイディアをアウトプットするのだという図式です。 

 しかし、ここまで極端に図式化すると、さすがになんだか奇妙な感じがしてこないでしょうか。 

 柔軟な思考が大事なことは言うまでもありません。柔軟な思考ができるにこしたことはないのでし

ょうが、材料に使われる「知識」は、意味のあるアイディアのアウトプットにまったく関係ないのだ

ろうかという違和感です。 

「知識」は材料に使われるのですから、使いやすい「知識」とそうでない「知識」があるのではない

か、役に立つ「知識」とあまり役に立たない「知識」があるのではないだろうかと気になってこない

でしょうか。 

著作権の都合上、問題文は掲載しておりません。 



 

 

（注）問題文としての体裁を整えるために、一部フォントを変更した。また、試験問題として注番号

を追加した。 

 

※1 戯画的（ぎがてき）：誇張して描かれている様子 

 

（出典：西林克彦『知ってるつもり 「問題発見力」を高める「知識システム」の作り方』光文社、

2021 年） 

 

 

 


